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※概要（Summary）： 

 マイクロ・ナノ流体は化学・生化学分析操作集積化

のプラットフォームとして頻繁に利用されている。本

研究では、マイクロ・ナノ流体中で用いられる液滴の

形成過程を電気化学的に解析し、そのメカニズムを明

らかにすることを目的とする。深さの異なるマイクロ

流路を接続することで、毛管力を調整して液滴を生成

する。数十ミクロン径の液滴を 1 ms 間隔で生成する

ため、そのメカニズム解析は非常に困難である。そこ

で本研究では、高速な液滴形成過程を、定電位での電

流・時間の関係から明らかにする。 
※実験（Experimental）： 

 高速大面積電子線描画装置（VDEC、東大）により

高精度金属マスクを作製した。ガラス基板に、2 段階

光リソグラフィー及び湿式エッチング法にて、深さの

異なるマイクロ流路を形成し、別のガラス基板と熱融

着することにより、液滴生成用チップとした。特に今

回は、電流・電位測定のため Ag/AgCl コートした Pt

線を流路に接触するように工夫した。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図 1 に液液界面測定用マイクロチップを示す。メイ

ン流路は、幅 200 µm、深さ 40 µm とした。サイド流

路は、幅 60 µm、深さ 2 µm、とした。サイド流路か

ら分散相をメイン流路に押し出し、液滴を生成し、液

液界面間の電流-電位曲線、電流-時間曲線をそれぞれ

得ることに成功した。 

 

 
図 1 液滴生成過程の電気化学測定チップ 

 
※その他・特記事項（Others）： 

 界面活性剤の挙動解析により、液滴形成メカニズム解

明を目指す。 
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